
 



 

 

 

 

■ この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただき、お客様への危害や財産への損害を未然に防止

するために、次の絵表示を使用しています。 

■ 絵表示の意味は次の通りです。内容をよく理解されてから、本文をお読みください。 

危 険  
 

取扱いを誤った場合、人が死亡又は重傷を負う危険が切迫して生じることが想

定される場合を示します｡ 

警 告  
 

取扱いを誤った場合、人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される場合を示し

ます｡ 

注 意  
 

取扱いを誤った場合、人が傷害を負う危険が想定される場合及び物的損害のみ

の発生が想定される場合を示しています｡ 

 

 
取扱いを誤った場合、感電の危険性が想定されることを示しています｡ 

 

安全のため、必ず機器のアース端子へアース線を接続するように指示することを示し

ています｡ 

 
機器を分解することで感電などの傷害が起こる可能性があることを示しています｡ 

 
取扱いを誤った場合、発煙又は発火の可能性が想定されることを示しています｡ 

 

取扱いを誤った場合、指が挟まれることによって起こる傷害の可能性があることを示

しています｡ 

 

取扱いを誤った場合、毒性の物質による傷害の可能性が想定されることを示していま

す｡ 

 

安全上の注意 
本機を安全にお使いいただくために、次のことに注意してください｡ 

警 告  
 

 

 

 

 

 
● 

 

 

 

 
● 

 

 

感電の注意 
本機は、通常の操作での安全対策に十分考慮してありますが、本機が AC 電

源仕様である場合は、本機内部に、生命に危険な AC100V 以上の電源が入力

されています。本機内部の取扱いや分解・修理は、専門の技術員以外の方は

絶対に行わないでください｡ 

アースの接続 
本機は、安全面に対して十分考慮した設計になっていますが、感電を防止す

るため、本機背面のアース端子に必ずアース線を接続してください。 

 

注 意  
 

  

 

 

● 

 

 

本機の電源は、指定された電圧／周波数で使用してください｡ 

異なる電圧／周波数で使用すると、感電、発煙、火災の原因となります｡ 

ご使用上の注意 
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● 本機の内部には、水などの液体は入れないでください｡ 

感電の原因となります｡   

● 本機の内部には、金属類などの異物を入れないでください｡ 

本機内部に異物が入ると、回線がショートして、火災の原因となることが

あります｡ 

 

       設置上の注意 
本機を設置する場所については、次のことに注意してください｡ 

注 意  
 

 

 

● 

 

 

本機は、雨水や海水のしぶきがかかる場所、湿気の多い場所には設置し

ないでください｡ 

故障の原因になります｡ 

 ● 本機を、直射日光の当たる場所に設置しないでください。又、振動や衝

撃を加えないようにしてください。 

故障の原因となります｡ 

 ● 磁気コンパス 

本機を、磁気コンパスより 1.0m 以上、操舵コンパスより 0.7m 以上離し

て設置してください。この範囲内で使用しますと各コンパスに誤作動を

及ぼす可能性があります。 

 

       取扱上の注意 
本機を取扱う上で、次のことに注意してください｡ 

警 告  
 

  

 

 

● 

 

 

液晶表示器は、板ガラスで作られておりますので、強い機械的衝撃を与え

ないように注意してください。 

 ● 液晶表示器が破損した場合、中の液体を絶対に口に入れたりしないでくだ

さい。液晶表示器の液体には、人体に有毒な物質が含まれています。万

一、触ったり口に入れたりした場合は、すぐにうがいをして医師に相談し

てください。又、皮膚に付着したり目に入ったりした場合は、すぐに、流

水で十分に洗浄して、医師に相談してください。 

 

注 意  
 

  

● 有機溶剤の使用禁止 
本機をシンナーやアルコールなどの有機溶剤で拭かないでください｡ 

汚れたときは、中性洗剤を含ませた柔らかい布をよくしぼって拭いてく

ださい。 
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       本機の使用開始について 
■ 本機は日本国内向け機器です。 

■ 本機の使用には免許が必要です。また、各行政機関へ開局の手続きが必要です。 

 

 
 

本機の廃棄方法について 
■ 本機を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って処理してください。詳しくは、地方自治体へお

問い合わせください。 

■ 廃局、機種の変更には各行政機関への手続きが必要です。 
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はじめに 

    

このたびは弊社製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 

 

  あなたの安全を守るため、操作前にこの取扱説明書をよくお読みになり、操作・注意 

事項を十分に理解した上で、ご使用ください。 

 この取扱説明書は、いつでも使用できるように大切に保管してください。 

 この取扱説明書に書かれていない使用法、あるいは間違った使用法で、使用した結果招 

いた人身事故及び物的損傷に対して、弊社は一切の製造物責任法(PL 法)上の責任を負い 

ません。 

 

 

  仕様変更等により、本書の内容と一部異なる場合もありますので、あらかじめご了承 

ください。 

  本書の内容についてご不明な点や誤り・記載漏れ等、お気づきの点がございましたら、 

お手数ですが弊社までご連絡ください。  
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→→ → → →

電源スイッチ
を入れます。

受信感度の切替「遠」
「中」「近」の３つか
ら選びます。近距離通
信のとき「中」「近」
を選びます。

セルコール呼出しモード
になります。

秘話通信を開始し
ます。
（オプション）

全波と常用波を
選択します。
※注１、注２

※注１　"全波”にすると、本機に登録されている全55波の周波数が選択可能になります。
　　　　"常用波"にすると、任意で記憶させた最大20波の周波数のみ選択可能になります。
※注２　常用波を記憶していないと、この操作は無効となりスピーカから”ブッ”という音がでます。

周波数チャネル表示か
周波数表示かを選択し
ます。選局ツマミで
チャネルを選びます。

常用波・セルコール
呼出番号の記憶に使
用します。

右にまわすと雑音は減りますが、
まわしすぎると通常の受信音も
聞こえなくなります。

スピーカの音量を
調節します。

拡声器機能を使用し
ます。

遭難・緊急・安全通信用
周波数の524チャネルに
設定されます。
再度押すまで周波数の変
更はできません。

周波数チャネル表示
周波数表示を切替え
ます。

全波と常用波を選択
します。

右上にある大きめのツマミです。
周波数の選択や各種設定に使用します。

選局ツマミ

左一杯にして
おきます。

適当な音量にな
るように位置を
調整しておきま
す。

スキャン受信を開始
します。

3.1　操作スイッチ　

第3章　操作方法

3.2　基本操作

 感度

1

 呼出
拡声器

9

 CH
524

5

 全波
常用波

7

 全波
常用波

7

 周波数
 CH2

 周波数
 CH2

 記憶
8

 秘話
4

 注意信号
0

 スキャン
3

 セルコール
6

電源

断

　　　マイクのプレストークスイッチを押すと送信状態になります。

①受信

②送信

音量

音量

スケルチ

スケルチ スケルチ

 感度

1

 呼出
拡声器

9

 CH
524

5

 全波
常用波

7

 周波数
 CH2

 記憶
8

 秘話
4

 注意信号
0

ＴＶ-Ｓ６０３

 スキャン
3

 セルコール
6

音量スケルチ

遠

全波 常用波

レベル

セルコール

中 近

右にまわして雑音
が消える位置より
少し右で止めます。

緊急時に"CH524"を押し
たあと約10秒間押し続
けてください。海岸局
に注意信号を送信する
ことができます。

チャネル524(27.524MHz)を選んだときは、常用波の記憶・スキャン受信・セルコール呼出・拡声器及び
秘話の機能は使用できません。　
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→ →

→

→

→

→ →

→

→
→

→ →

"スキャン"を押しながら
電源スイッチを入れます

電源を一度切って
から再度入れます。

②に引続き

0.5秒 1.0秒 2.0秒 3.0秒

周波数表示
と周波数チャネル
表示を切替えます。

全波と常用波から
スキャンしたい方
を選びます。

ノイズが消える
位置より少し右
側で止めます。

を押すと、スキャンを開始します。
入感すると停止します。(ストップスキャン)

スキャン中に再度押すとスキャンが解除されます。
マイクのプレストークスイッチを押してもスキャンが中止されます。

自動スタートスキャン：入感して一定時間停止したあと、次のチャネルから再スキャンします。

設定した内容は、電源を切っても消えません。

自動スタート／ストップ表示 自動スタートスキャン

ストップスキャンスキャン間隔

スキャンの種類が選択できます。

スキャン間隔を
設定します。

全波と常用波
を切替えます。

常用波選択時に選局ツマミを回すと
常用波のメモリ番号順に表示されます。
常用波選択中は左側の常用波LED
が点灯します。

常用波のメモリ
番号("00"～"19")

選局ツマミを操作すると全波(55波)が
周波数順に表示されます。

メモリ番号"00”
にチャネル"333"
が記憶されます。

すでに記憶されて
いる周波数を削除
します。

操作を中止します。

(例)　常用波のメモリ番号"00"にチャネル"333"(26.760MHz)を記憶させます。

メモリ番号が点滅
します。
選局ツマミで"00”
を選びます。

選局ツマミでチャネル
"333”を選びます。

周波数チャネル
("333"～"640")

書込み

消去

中止

周波数チャネル番号"333"に相当する周波数(MHz)
が表示されます。周波数表示時に常用波のメモリ番号
は表示されません。

3.3　表示部　

3.4　常用波

3.5　スキャン受信　

①基本操作

③スキャン間隔の設定

②ストップスキャン・自動スタートスキャン間隔の設定

液晶画面の表示
(常用波/周波数チャネル表示)

　液晶画面の表示
(常用波/周波数表示)

　　 液晶画面の表示
(全波/周波数チャネル表示)

 液晶画面の表示
(全波/周波数表示)

液晶画面の表示
液晶画面の表示

液晶画面の表示

→→

→→

→→

 全波
常用波

7

 周波数
 CH2

 セルコール
6

 呼出
拡声器

9

 記憶
8

 記憶
8

 スキャン
3 全波

常用波

7

 スキャン
3

 スキャン
3

+

電源

断

電源

断

電源

断
 感度

1

 周波数
 CH2

 秘話
4

 注意信号
0

スケルチ

-15-



→

→

→→→

→→

→

"4""2"

①基本操作

②セルコールメモリを使用するとき

③他局の呼出

④通常状態への復帰

3.6　セルコール呼出

（例）チャネル"640"(27.988MHz)で呼出番号"2345"の僚船を呼び出す

現在の呼出番号が
表示されます。

セルコールメモリ番号が
点滅します。

選局ツマミでセルコールメ
モリ番号"01"を選択します。

順番に押すたびに液晶画面には、2→23→234→2345と点滅しながら表示され
ます。スピーカからはスイッチを押すたびに音がなり、４回目の"ピンポン”
で設定の完了を知らせます。

(例)　呼出番号"2345"をセルコールメモリ番号"01"に記憶します。
　　  呼出番号を設定するまでは基本操作と同じです。(ピンポンと音が出るまでの操作)

呼出番号が表示される状態で

このとき

セルコールメモリ番号"00"～"19"に、20種類の呼出番号を記憶できます。

１　記憶

２　記憶したセルコールメモリの読み出し

選局ツマミでチャネル
640を選びます。

４桁の番号が
点滅します。

引続き�

を押すと2回連続送信されます。

を押すと通常の状態へ復帰します

を押してから送信すると、液晶画面に" . "が表示され１回呼出しとなります。

液晶画面の表示

液晶画面の表示

液晶画面の表示

液晶画面の表示

液晶画面の表示

全波を選択
します。

"3" "5"

 全波
常用波

7
 セルコール
6

 感度

1
 CH
524

5

 周波数
 CH2

 秘話
4

 スキャン
3

→

→

→

メモリ番号"01”に
呼出番号"2345"が
記憶されます。

すでに記憶されて
いる呼出番号を削
除します。

操作を中止します。

書込み

消去

中止

 セルコール
6

 呼出
拡声器

9

 記憶
8

 記憶
8

 呼出
拡声器

9

 全波
常用波

7

 周波数
 CH2

 セルコール
6

 セルコール
6

１回送信の表示

セルコール呼出しモード
に設定します。

→ →
メモリ番号と呼出番号が表示されます。

選局ツマミを操作するとメモリ番号順に
呼出番号が表示されます。

セルコール呼出し
モードに設定します。

セルコールメモリ
モードに設定します。

液晶画面の表示

→

-16-



→

→

→ →

→ →

→ → → →

②呼び出されたときの表示

①秘話コードの設定

②秘話通信の開始と終了

③呼び出されたときの操作

①優先チャネルの選び方　※注3

3.7　セルコール受信　

3.8　秘話通信

※注3　内蔵したどのチャネルで呼ばれても応答しますが、混信の多いときなど呼ばれたチャネルを特定できない場合があります。

　　 (優先チャネルは、確実に特定できるチャネルです。)

※秘話通信にはオプションの多コード秘話ユニットTVーH２が必要です。

※セルコール受信にはオプションのセルコール受信ユニットが必要です。

(例)　F１チャネル　"337"(26.776MHz)を内蔵
　　  F２チャネル　"638"(27.980MHz)を内蔵

(例)　チャネル"333"で受信中に、他局からチャネル"337"で呼出しを受けた場合。

(例)　秘話コード"1234"を登録する場合

秘話通信が許可されている
周波数を選択します。

液晶画面が数秒間点滅します。
液晶画面に"H"が表示されると
秘話通信を開始します。

選局ツマミで周波数を変更するか、
秘話"を押すと、秘話通信は終了し
ます。

選局ツマミで
F１またはF２を選びます。

F１またはF２は電源を切っても記憶されています。

押し続けるとスピーカ
からはピッピッーピッ
ピンポンと音がなりま
す。

ノイズが消える
位置より、少し
右側で止めます。

設定が完了します。

呼ばれる前の周波数が
表示されます。

通常画面
点滅して表示されます。スピーカか
らは４段階の音の繰返しが５秒間聞
こえます。

点滅して表示されます。
スピーカからは2段階の音の繰返しが
５秒間聞こえます。

個別呼出を受けたとき 一括呼出を受けたとき
液晶画面の表示

液晶画面の表示

電源を入
れます。

▼ ▼

電源

断

 セルコール
6

 セルコール
6

 全波
常用波

7
 セルコール
6

"秘話"を押しながら電源
スイッチを入れます。 秘話コードは"0000"～"7999"の

範囲で設定します。

+

電源

断

 秘話
4

 秘話
4

 秘話
4

 感度

1

 周波数
 CH2

 秘話
4

 スキャン
3 → →

電源を一度切ってから
再度入れます。

電源

断

電源

断

スケルチ

→

秘話通信の詳細は秘話ユニット"TV-H2"の説明書をご覧ください。

-17-



→

→

→→

3.9　拡声器　

3.10　全メモリ消去

3.11　ディスプレイバックライトのON/OFF

拡声器機能が標準装備されていますので、甲板などへの連絡や、隣で操業中の船との連絡に使用できます。
拡声器機能を利用するためには、オプションの拡声器用トランペットスピーカをご用意ください。
(追加したスピーカからは、通信用のスピーカと同じ受信音が聞こえます。)

”セルコール”と”記憶”を
押しながら電源を入れます。

を押しながら、すばやく

※"セルコール"を押し続けると、セルコール呼出番号設定モードになってしまいますので、
　"全波/常用波"をすばやく押してください。

を押す。

全メモリ消去モードを
示します。

全メモリ消去が
完了しました。

チャネル524(27.524MHz)を選んだときは、常用波の記憶・スキャン受信・セルコール呼出・拡声器及び
秘話の機能は使用できません。　秘話通信の詳細は秘話ユニット"TV-H2"の説明書をご覧ください。

通常状態に復帰
します。

拡声器機能に入った
ことを表します。

マイクのプレストークスイッチを押し
ながら話し、音量ツマミで音の大きさ
を調節します。
プレストークスイッチを押さないとき
は、拡声器機能に入る前の周波数の
受信音がスピーカから出ます。

液晶画面の表示

電源を入れ
ます。

+ +

 呼出
拡声器

9
 呼出

拡声器

9
電源

断

電源

断
→

液晶画面の表示

→

液晶画面の表示

 記憶
8

 記憶
8

 セルコール
6

 全波
常用波

7
 セルコール
6
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